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二十四日市
日時　1月24日㈬　午前10時～午後5時
場所　本町通り、安川通り

広報たかやま・議会だよりをあなたのスマホにお届けします！
～無料広報アプリ「マチイロ」で配信中～

　

市
で
は
、
新
成
人
を
迎
え
る
方
の
決
意
や
夢
な
ど
を
詩
や
短
文
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
２
８
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
４
点
、
優
秀
賞
８
点
、

佳
作
22
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
先
生
涯
学
習
課  

☎
35-

３
１
５
５

は
た
ち
の
思
い
一
行
詩

◆郷土への思い

◆家族や友達への思い

◆自分の将来（職場や社会）への思い

◆平和への思い

和やかな街並み、安らぐ川の流れ、友と歩いた桜並木。時は

流れても、私の故郷はあたたかい風が吹いている。

「虫の音が気持ちいいね。」「耳が遠くて聞こえんわ。」私の

成長と一緒に母は年を取る。

幼い頃から憧れていた仕事。夢が叶い春から私も同じ仕事

に就く。次は私が夢を与えられる人になりたい。

松倉中学校卒業生  幅
はば

下
した

 大
だい

地
ち

 さん

松倉中学校卒業生  澤
さわ

浦
うら

 千
ち

秋
あき

 さん

東山中学校卒業生  橋
はし

戸
ど

 彩
あや

 さん

平和への明確な道は分からない。だから私は、明日も誰かの

笑顔の一部になって、一つずつ幸せを増やしたい。

第
10
回
ア
レ
う
た
て
ぇ
な
飛
驒
の
味

　

二
十
四
日
市
に
あ
わ
せ
て
今
年
も
出
店
し
ま

す
。
飛
驒
産
の
ジ
ビ
エ
や
農
林
産
物
な
ど
の

あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
ジ
ビ
エ

（
イ
ノ
シ
シ
肉
）
鍋
を
無
料
で
振
る
舞
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

期
日　

1
月
24
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
〜

場
所　

高
山
陣
屋
前
広
場
（
八
軒
町
1
）

※
食
材
が
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

飛
驒
の
里　

冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

色
と
り
ど
り
の
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
た
幻
想

的
な
空
間
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
中
の
土
日
祝

（
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
）
に
は
、
焼
き
餅
や

漬
物
の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
（
な
く
な
り
次

第
終
了
）
。

期
日　

2
月
28
日
㈬
ま
で

時
間　

午
後
5
時
30
分
〜
9
時

場
所　

飛
驒
の
里
（
上
岡
本
町
1
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で
き
る
も
の

　

を
窓
口
で
提
示
す
る
と
入
館
無
料
で
す
。

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

特
別
展
関
連
事
業（
歴
史
講
座
）

　

特
別
展
「
か
な
も
り
を
知
る
」
の
展
示
資
料

の
一
部
を
支
所
地
域
に
展
示
し
、
解
説
と
講
演

を
行
い
ま
す
。

期
日　

1
月
23
日
㈫

時
間　

午
後
3
時
〜
4
時
40
分

場
所　

丹
生
川
支
所
（
丹
生
川
町
坊
方
）

内
容　

①
金
森
頼よ
り

旹と
き

の
第
六
代
家
督
相
続
お
祝

　
　
　
　

い
屏
風
に
つ
い
て

　
　
　

②
飛
驒
に
お
け
る
年
貢
の
納
め
方

講
師　

林は
や
し

格た
だ

男お

さ
ん
（
高
山
市
史
執
筆
者
、

郷
土
史
家
）

定
員　

１
０
０
人

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で
す
。
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
先
県
飛
驒
農
林
事
務
所

☎
33-

１
１
１
１

問
合
先
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

☎
32-

１
２
０
５

飛
驒
民
俗
村 

☎
34-

４
７
１
１

問
合
先

冬のイベント情報


